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火災前（平成31年1月5日）

2021.7



　戦災文化財の復元については、昭和32年より事業が始まり、守礼門、
歓会門などの復元が沖縄県によって進められました。昭和52年から琉球
大学の移転開始に伴い、跡地利用計画が検討される中、第二次沖縄振
興開発計画において首里城一帯の整備が提言され、さらに昭和59年には
沖縄県が首里城復元整備の指針となる「首里城公園基本計画」を策定し
ました。
　昭和61年には首里城公園計画区域約18haのうち、城郭内約4haを沖
縄復帰を記念する国の都市公園整備事業（国営沖縄記念公園首里城地
区）で復元整備することが閣議決定され、併せて城郭外側の区域約14ha
を県営の都市公園事業（外城郭は首里城城郭等復元整備事業（S47～
H13））として整備することになりました。
　こうして、平成4年11月3日に正殿等を含む主要建物を一部開園しまし
た。平成12年12月には史跡「首里城跡」は「琉球王国のグスク及び関連遺
跡群」のなかの一つとして「世界遺産」に登録されました。しかし、令和元年
10月31日未明に発生した火災により正殿等9つの施設が焼失しました。



年代
名称 供用年月日 施設概要 施設概要 施設概要復元又は

開園年月日昭和33 守礼門復元修理工事竣工。

首里城歓会門の整備に着手。

玉陵復元修理工事着手。

首里城歓会門復元工事竣工。
首里城久慶門の整備に着手。

玉陵復元修理工事竣工。

首里城久慶門内側の整備に着手。
園比屋武御嶽石門保存修理工事竣工。

「首里城復元期成会」が結成される。

首里城正殿の設計が完了。

首里城地区一部開園（供用面積1.7ha）。

入園者500万人達成。

入園者1,000万人達成。

九州・沖縄サミットの社交夕食会が首里城で行われた。

入園者1,500万人達成。

首里城跡の世界遺産登録。

入園者2,000万人達成。

書院・鎖之間庭園が名勝に指定される。（文部科学省告示）

入園者4,000万人達成。

入園者5,000万人達成。

入園者6,000万人達成。

国営沖縄記念公園首里城地区　全エリア開園（1.1ha追加　供用面積4.7ha）。

入園者3,000万人達成。

歓会門、久慶門内側周辺供用（0.1ha追加）。

首里城正殿建築工事に事業着手。

正殿、瑞泉門、漏刻門、広福門が完成。

首里森御嶽完成。

白銀門完成。

二階御殿完成。系図座・用物座完成。
供屋（万国津梁の鐘）完成。日影台完成。

西のアザナ展望デッキ完成。

右掖門完成。

京の内供用（0.7ha追加）。

書院・鎖之間供用（0.1ha追加）。

書院・鎖之間庭園供用（0.1ha追加）。

淑順門供用（0.1ha追加）。

黄金御殿・寄満・近習詰所、奥書院供用。
奥書院庭園供用（0.1ha追加）。

銭蔵跡、廐・係員詰所跡供用（0.3ha追加）。

北城郭園路広場供用（0.4ha追加）。

東のアザナ、白銀門、二階御殿、供用。

世誇殿、女官居室、後之御庭、美福門　供用。

首里城正殿等焼失。

首里城正殿建築工事の起工式及び木曳式を実施。

首里杜館建設工事に着手。

龍潭浚渫工事に着手。

奉神門、南殿・番所、北殿、御庭が完成。

継世門完成。

沖縄県が「首里城公園基本計画」を策定。

首里城公園(17.8ha)が都市計画決定される。

沖縄県が「首里城公園整備計画調査」を策定。
昭和60年度政府予算に首里城正殿等基礎調査費が計上される。

那覇市により「首里城跡周辺整備基本構想調査」が実施される。

那覇市により「琉大跡地利用基本計画調査」が実施される。

円覚寺総門復元工事、弁財天堂復元修理工事竣工。

天女橋修理工事竣工。

07.18
平成4.11.3

平成4.11.3

平成4.11.3

平成4.11.3

平成4.11.3 面積約2,867m²

鉄筋コンクリート造（外観木造）
建築面積約502m²
延床面積約5,113m²  棟高約10m

木造平屋建　建築面積約24m²
延床面積約23m²  棟高約3m

木造2重3階建　建築面積約637㎡
延床面積約1,199㎡　棟高約15.6m

木造平屋建　建築面積約22㎡
延床面積約20㎡　棟高約3m

木造平屋建　建築面積約20㎡
延床面積約19㎡　棟高約3m

石造（琉球石灰岩）あいかた積み　48.5㎡
石積内の植物ガジュマルやクロツグ
木造平屋建　建築面積約207㎡
延べ床面積約188㎡　棟高約7m
木造平屋建　建築面積約20㎡
延床面積約20㎡　棟高約4m

木造平屋建　建築面積約15㎡
延床面積約14㎡　棟高約3m

木造平屋建　建築面積約15㎡
延床面積約14㎡　棟高約3m

木造平屋建　建築面積約64㎡
延床面積約57㎡　棟高約5m

RC造一部木造2階建（外観木造）
建築面積約604㎡　延床面積991㎡　棟高約10m

鉄骨造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡　棟高約3m　休憩所として整備

木造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡
鉄骨造2階建　建築面積約123㎡
延床面積約188㎡

首里城の東端に位置し、眺望の開けた
場所である。往時は、鐘や旗を用いて城外への
時刻伝達の役目も担っていた。

1階鉄筋コンクリート造（外観木造）
2階木造　建築面積約269㎡
延床面積約429㎡　棟高約9m

国王死去の際、霊柩を安置する寝廟殿があり、
その正門が白銀門である。
別名「しろがね御門」と呼ばれる。

展望デッキ　180㎡（ユニバーサル対応）

日時計。漏刻門に設置されていた
水時計の補助的な道具として使われた。

木造平屋建（地下部：RC造）1棟
建築面積約440㎡
延床面積約621㎡　棟高約8m

面積1,771㎡

面積7,498㎡

面積801㎡

面積76㎡

鉄筋コンクリート造（外観木造）
建築面積約166㎡　延床面積約156㎡
棟高約9m

面積420m²

鉄筋コンクリート造（外観木造）
建築面積約448m²
延床面積約609m²  棟高約11m

鉄筋コンクリート造（外観木造）
建築面積約532m²
延床面積約467m²  棟高約9m

※赤：国が整備を実施　青：国以外が整備を実施

平成4.11.3

平成4.11.3

平成4.11.3

平成4.11.3

平成9.12.24

平成12.3.31

平成12.3.31

平成12.3.31

平成12.3.31

平成12.6.30

平成15.10.4

平成19.1.27

平成20.8.1

平成22.4.1

平成26.1.24

平成26.1.24

平成26.4.1

平成28.3.28

平成31.2.1

平成31.2.1

平成31.2.1

平成31.2.1

平成31.2.1

平成31.2.1

平成31.2.1

11.03

03.15

09.01

12.24

12.24

06.02

07.22

12.02

11.0111.01

10.04

10.26

01.27

08.01

07.23

04.01

12.05

01.24

04.01

04.25

03.28

03.31

12.16

02.01

10.31

昭和63

平成元
正殿

広福門

漏刻門

瑞泉門

首里森御嶽

系図座・用物座

下之御庭

供屋

日影台

西のアザナ

右掖門

京の内

書院・鎖之間

書院・鎖之間庭園

黄金御殿・寄満・近習詰所

淑順門

奥書院

奥書院庭園

東のアザナ

銭蔵跡

白銀門

世誇殿

二階御殿

女官居室

美福門

北殿

後之御庭

せいでん

ほくでん

南殿・番所

奉神門

御庭

なん

ほう

うなー

しんもん

ばんどころでん

こう ふくもん

ろうこく もん

ずい

しちゃぬ

すいむい

けい

とも

にち

いり

う

きょう

しょ

しょ

しゅく

おく

おく

ぜに

あがり

はく

にーけー

よほ

にょ

くしの

び ふくもん

うな一

かんきょしつ

こりでん

うどぅん

ぎんもん

くら

しょいんていえん

しょいん

くがにうどぅん ゆいんち きんじゅうつめしょ

じゅんもん

いん さす の ま ていえん

いん さす の ま

うち

えきもん

えいだい

や

ず ざ ようもつ ざ

うたき

うなー

せんもん

平成2

平成3

平成4

平成7

平成9

平成10

平成11

平成12

平成14

平成15

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和元

昭和43

昭和44

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和51

昭和53

昭和54

昭和57

昭和59

昭和60

昭和61

昭和62

事項 年代 国が整備した施設 都市再生機構が整備した施設事項

令和元年10月31日に焼失した
施設

令和元年10月31日に一部焼失
した施設

琉球政府文化財保護委員会が、首里城跡及び周辺の戦災
文化財の復元計画を策定。
日本政府は、第一次沖縄復帰対策要項を閣議決定し、戦
災文化財などの復元修理を推進することを明らかにする。

総理府沖縄北方対策庁予算の中で、戦災文化財復元調
査費が計上される。

第一次沖縄振興開発計画で、戦災文化財の復元を積極
的に推進することを明記。

那覇市総合計画の中で史跡の復元・保存がうたわれ、首里城周辺
を公園緑地整備の一環として総合公園化する構想が立案される。

沖縄県より琉球大学跡地利用の計画がまとまる。
第二次沖縄振興開発計画の中で、「首里城跡一帯の歴史
的風土を生かしつつ、公園としてふさわしい範囲につい
て整備を検討すること」が位置付けられる。

「国営沖縄記念公園首里城地区」として、首里城跡約
4haの整備が閣議決定。
国営公園予定地の周辺を、県営公園とすることで庁議決定。
那覇市により、史跡「龍潭及びその周辺の保存整備計画
調査」が実施される。

那覇市より「首里金城地区歴史的地区環境整備基本計
画調査」が実施される。

国営公園区域について「国営沖縄記念公園首里地区（仮
称）」として事業着手。

正殿の西側の範囲で、最も中心となる儀式が執り行われる御庭を取り
囲むように奉神門や南殿・番所、北殿が建っており、政治や外交が行わ
れた。さらに広福門や系図座・用物座などの行政施設がありました。

❶【政治・行政空間】（表の世界）

信仰上の聖域が点在する城内で最も神聖な聖地「京の内」は、首里城
発祥に関わる場所で、重要な御嶽（うたき）が存在した。聞得大君（きこ
えおおきみ）を中心に神女たちが信仰や祭祀を行いました。

❷【祭祀空間】

「御内原（おうちばら）」と呼ばれるエリアで、国王やその家族及びそれら
に仕える多くの女官たちが生活する場所であり、王族を除いて男子禁
制となっていた。ここは王妃を頂点とした女官組織のもと、儀礼の場とし
て多くの建物がありました。

❸【生活・儀礼空間】（奥の世界）



大型映像設備（世誇殿内）首里城復興展示室（沖縄県）

大龍柱（仮設上屋内）正殿遺構（仮設上屋内）

木材・瓦類 ・構造材（小径材）、造作材及び木彫刻材の樹種や使用部位の検討
・赤瓦の仕様等（原土の配合比や吸水率、強度、色味等の品質基準）の検討

北殿・
南殿等

・北殿、南殿等の復元に向けて、沖縄県とも連携して、
機能・用途の必要な見直しや復元方針等を検討

　首里城地区においては、平成元年より復元工事に着手し、平成31年2
月に御内原エリア、東のアザナエリア等、1.1haの区域を開園し、全ての
エリアを開園しました。
　しかし、令和元年10月31日未明に発生した火災により、正殿等9つの施
設が焼失又は一部焼失しました。今後は政府の基本方針に基づき、地元
関係者、関係機関、有識者の方々と共に首里城の復元に向けて取り組
んでいきます。
　首里城復元に向けた「3本柱」の下、令和2年度は、焼失施設の解体、
仮設電気設備復旧、工事用仮設道路設置、技術的検討等を行なってき
ました。

　首里城復元に向けて進む破損瓦等の撤去や躯体の解体、復元工事
の様子を、安全性を確保しながら一般公開を進めます。

　首里城復元に向けた技術的な検討を行うことを目的に、沖縄総合事
務局において令和元年12月27日に「首里城復元に向けた技術検討委
員会」を設置し、正殿等の復元に向けて防災、木材・瓦類、彩色・彫刻等
に係る検討を進めています。

　令和元年度は「首里城正殿等の復元の工程表策定に向けた技術的
検討に関する報告」をとりまとめるとともに、令和2年より正殿の基本設
計・実施設計等に必要となる検討を進めています。令和3年度の検討ス
ケジュールは次の通りです。

　昨年度に技術検討委員会においてとりまとめた「首里城正殿等の復
元の工程表策定に向けた技術的検討に関する報告」（3月17日）も踏ま
え、政府において「首里城正殿等の復元に向けた工程表」（3月27日首
里城復元のための関係閣僚会議）を決定しました。

①北殿側見学通路（平成3年度整備）、②原寸場（令和3年度整備）
③木材倉庫・加工場（令和3年度整備）、④素屋根（令和4年度整備）

・技術検討委員会で取りまとめられた「首里城正殿の防火対策（案）」を
踏まえ、当該対策に示された防災・防火設備の設置等を行います。

・前回復元時の架構を踏襲することを基本とした上で、必要な構造安全
性を確保するため、正殿の必要な箇所に構造補強を行います。

・構造補強にあたっては、「重要文化財（建造物）耐震診断・耐震補強」
の手引」（平成29年3月改訂 文化庁）等を踏まえるとともに、当該手引
において示されている「文化財建造物の耐震補強の原則」に留意し、
歴史的空間・景観等に配慮することとします。

・構造材の樹種については、原則として国産ヒノキ（Chamaecyparis 
obtusa）とし、うち向拝柱にはイヌマキ（チャーギ）を、小屋丸太梁には
オキナワウラジロガシを使用します。

・設計にあたっては、同委員会でとりまとめられた「正殿の防火対策にお
ける歴史的空間・景観への配慮についての考え方」に示された配慮事
項を踏まえることとします。

〈委員（敬称略）〉　 委員長　●副委員長
高良　倉吉　  琉球大学名誉教授

　安里　進　 沖縄県立芸術大学付属研究所客員研究員

　伊從　勉　 京都大学名誉教授

　小倉　暢之　 琉球大学名誉教授

　関澤　愛　 東京理科大学研究推進機構総合研究院教授

田名　真之　 沖縄県立博物館・美術館館長

　長谷見　雄二　 早稲田大学名誉教授

　波照間　永吉　 沖縄県立芸術大学名誉教授

　室瀬　和美　 沖縄藝術大学客員教授

　涌井　史郎　 東京都市大学特別教授

構造形式　　木造重層3階建て、入母屋造、本瓦葺
建築面積　　636.56m₂

延べ面積　　1199.24m₂
（1階516.86m₂、2階516.86m₂、3階165.52m₂）

※北殿・南殿等の復元に向けた検討についても令和3年度から本格着手する。

令和3年度 令和4年度

技術検討
委員会

木材倉庫等の整備、大径材の調達

・防災、木材・瓦類、彩色・彫刻、北殿・南殿等復元検討WGを適宜開催
・設計の進捗に併せて技術検討委員会を開催

防災
・正殿の防災・防火設備や構造補強の納まり等の確認
・防災・防火設備の具体の運用体制や防災センター機能の再編等の検討
・正殿両廊下の構造や整備すべき防火対策の検討

彩色・彫刻
・大龍柱の向き・瓦当文様・両廊下その他の正殿の建築デザイン等の検討
・その他の新たな知見の仕様等の検討
・焼物関係（龍頭棟飾等）、屋外彫刻・屋内装飾関係（石彫刻、木彫刻）の
仕様等の検討

※正殿復元工事の進捗
に合せて、適宜開催

実施設計 発注手続 正殿本体工事

※

段階的公開
　令和2年度の技術検討委員会で検討した結果等を踏まえ、令和3年
度においては今後の技術検討委員会における検討や各種行政手続き
等を踏まえ、本殿の実施設計を進めます。

　現地では、破損瓦等の撤去や正殿遺構の保護措置等の完了を受け
て、令和2年6月12日より火災以降閉園していた有料区域の一部を開園
するとともに、10月31日より仮設展示室（寄満（ゆいんち）跡）での展示
や女官居室での飲食・物販、世誇殿（よほこりでん）での大型映像等を
実施。また、仮設上屋を設置し世界遺産である正殿遺構の公開、火災
で損傷した大龍柱の公開も実施しています。
　今後、首里城復元に向けて進む工事の様子を、安全性を確保しなが
ら一般公開を進めていきます。

地域振興・観光振興への貢献
　首里城復元に向けたボランティア活動や公園イベントの開催を通じ
て、沖縄の地域振興・観光振興への貢献へ努めていきます。
　首里城復元工事の段階的公開と併せ、火災により被災した赤瓦の
内、破損せずに残った瓦（完成瓦）について、破損瓦の利活用の一環と
して、ボランティアによる漆喰はがし実施しています。また、品質上問題
のない完成瓦は、今後北殿・南殿等の復元時に再利用する方向で検討
を進めていきます。

　また、令和4年度の正殿本体工事着手に向けて、御庭エリア（有料区
域）において工事用仮設物の設置を予定しており、令和3年度に北殿
側見学通路、木材倉庫・加工場、原寸場、令和4年度に素屋根の整備
を行います。

首里城正殿の復元

首里城復元に向けた「３本柱」

首里城復元に向けた技術検討委員会

首里城正殿等の復元に向けた工程表

首里城正殿等の復元に向けたスケジュール

○建築概要

段階的公開

　令和4年中の首里城正殿の本体工事の着工に向けて、関係機関と
密に連携を図りながら、首里城復元に向けた技術検討委員会での検討
を進めます。 　前回復元時の設計・工程を踏襲することを基本とし、今般の火災を

受けて、防火対策の強化及び材料調達の状況の変化等の反映の観点
を踏まえ工程を定めることとします。

首里城復元

1. 基本的な考え方

（1）防火対策の強化
①再発防止策の徹底
②火災の早期発見と迅速な初期消火の徹底
③消防隊による消火活動の容易化
④消火のための水源の確保
⑤世界遺産の構成資産である首里城の保護

（2）材料調達の状況の変化等の反映
①木材の調達
②漆の調達
③沖縄独特の赤瓦の製造・施工

2. 技術的課題に関する方針　首里城の段階的公開、首里城復元に向けたボランティア活動や公園イ
ベントの開催を通して、沖縄の地域振興・観光振興への貢献に努めます。

地域振興・観光振興への貢献

〈防火対策について〉

〈構造安全性の確保について〉

・平面計画については前回復元で再現した往時の間取り等を基本的に
踏襲する。また、公園利用の観点から、正殿に接続する建物の整備状
況に応じて仮設の階段やエレベーター等を設け、上下階移動の動線
を確保します。

〈その他〉

○基本設計の主なポイント

正殿復元の仮設施設イメージ

R1

正

　殿

北殿、南殿等

工事

材料調達
（大径材）

材料調達
（大径材）

市場調査

基本設計
実施設計

調達・乾燥

仮設道路

がれき撤去
木材倉庫

発注手続（WTO） 本体工事

工事検討

撤去 正殿復元の施工ヤードとして使用

設計

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9以降

（年度）

赤瓦漆喰はがし（ボランティア）

①

②

③

奉神門

④







火災後（令和元年11月1日）

現在の首里城（令和3年5月10日）

焼失施設の解体、破損瓦等の撤
去、奉神門北側の反復旧、工事
用道路の設置が完了。正殿遺構
の覆屋、見学用デッキ、首里城
復興展示室が供用されている。

火災後の首里城と現在の首里城

見学用デッキ 正殿遺構覆屋

奉神門北側屋根

工事用道路

首里城復興展示室
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令和元

令和 2

10.31 首里出張所焼失

01.01

令和 3 首里出張所に調査係設置04.01

沖縄総合事務局内へ首里出張所仮移設
建設専門官設置（1→3名）、建設監督官設置（1→3名）

調査係
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0.0%

日本人
県外在住
59.1%

日本人
県内在住
37.6%

20歳代
15.5%

30歳代
16.7%

40歳代
23.2%

50歳代
22.1%

60歳以上
14.6%

10歳代
7.9% その他団体

2.2%

修学旅行
0.1%

家族
34.4%

1時間未満
29.5%

1時間
54.1%

2時間
12.6%

3時間 2.3%
4時間 1.0% 5時間 0.5%

夫婦・カップル
30.2%

友人・知人
15.7%

ひとり
17.4%

はじめて
27.5% レンタカー
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火災前（平成31年1月5日）
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